
防
右
衛
門
。
前
川
綱
紀
の
時
公
女
の
山
守
山
指
南
を
勤

め
た
凶
山
線
政
の
安
子
で
、
究
保
三
年
新
知
百
三
十

石
を
受
け
、
安
永
元
年
十
二
且
十
日
六
十
四
談
を
以

て
裂
。

子
町
田
相
織
い
E
穏
に
仕
へ
る
。

ヲ

ギ

小

木

利
ゥ

珠
洲
郡
木
郎
郷
に
凪
す
る

沼
田
問
。
能
続
名
跡
芯
に
、
『
小
木
村
は
御
領
分
一
の
測

に
て
、
繁
昌
也
。
本
町
・
新
町
・庄
附
と
い
う
て

別

れ
て
家
府
あ
ふ
υ
。
船
木
と
一
E
う
て
出
き
者
あ
ふ
り
。

山

代
屈
な
ど
h

い
う
て
舟
問
日
出
あ
り
。
肪
光
と
云
う
て

刀
鍛
冶
の
筋
あ
り
。
小
木
関
と
い
う
て
名
物
也
。
切

削
御
上
へ
上
る
也
。
』
と
あ
る
。

ヲ
ギ
イ
シ

小
木
石

珠
洲
郡
小
木
に
琵
す
る
石

材
。
石
英

mm器
白
根
訳
出
制
で
和
赤
叫
悼を
郁
，ひた

山
口
色
石
器
巾
に
、白
色
際
及
び
黒
色
大
形
際
を
含
み
、

民
は
稲
硬
い。

JL
と
同
貨
の
石
材
は
、
附
近
の
市
d

剖
間
及
び
由
民
脇
小
宇
蜘
に
も
存
す
ろ
。

ヲ
ギ
イ
チ

萩
市

羽
咋
泌
円
出
知
院
内
芯
制
圧
に

回
附
す
る
印
刷
w
m
o
u
刺
市
の
名
は
、
大
永
六
年
十
月
一
宮

制
務
取
年
日
米
銭
納
帳
に
見
え
る
。
又
本
部
矢
駄
な

る
加
茂
前
枇
加
山
腕
郎
永
二
年
の
懸
仰
の川副知
U

に
大
工

期
制
咋
弘
前
任
右
対
次
郎
と
あ
る
山
地
市
も
こ
れ
で
あ
ら

.、
，。ヲ
ギ
イ
チ
ジ
ヨ
ウ

萩
市
域

羽
咋
郡
萩
市
に
在

っ
た
。

越
殺
到
三
州
士
山
放
繍
考
に
、
荻
市
村
議
に
方

凹
十
聞
の
地
を
閉
出
入
三
日
城
跡
と
い
ふ
と
あ
る
。

ヲ
ギ
コ
ウ
小
木
港

珠
洲
榔
小
木
の
前
面
を
い

ふ
。
港
口
東
南
に
向
か
ひ
、
組
後

・
越
中
に
来
続
す

る
小
迫
鈷
が
多
く
入
港
す
る
。
糊
口
に
日
和
山
が
あ

っ
て
、
越
中
・

越
後
か
ら
初
出
〈
信
協
の
諸
山
を
望
み

得
る
。
ヲ
ギ
サ
ン
ガ

萩

三
ケ

市
三
今
村
そ
い
ふ
。

ヲ
ギ
シ
マ

萩
島

加
羽
同
州
州
桜
山ω
萩
谷
・位制

羽
咋
郡
邑
知
院
内
志
雄
庄
に

ヲ
キ
ー
ー
ヲ
ク

邸
す
る
部
軒
。
能
務
総
に、
『
鎚
取
則
前
は
苛
は
大
枇

に
て
、
勅
使
下
向
あ
り
し
と
ぞ
。
今
萩
門町
村
に
、
跡

中引臨す
の
子
孫
と
て
三
人
有
。
一
粁
は
共
家
内
に
て
箆

す
る
こ
と
な
ら
ず
。

叉
此
者
ど
も
ご
足
四
足
の
も
の

や
一
食
す
る
こ
と
な
ら
ず
。
取
扱
ふ
山
も
な
ら
ず
。
背

勅
使
の
宿
も
ぜ
し
と
い
へ
り
。
』
と
あ
る
。
鎚
取
則
一
酬

は
今
の
志
乎
耐
枇
で
あ
る
。

ヲ
ギ
h
F

エ

萩

谷

』

ヲ
ギ
ヤ
チ
叶
抑
制
什
。

ヲ
ギ
ノ
ゲ
ン
ガ
イ
萩
野
元
凱

余
仰
の
入
。
の
ず

は
元
阪
、
辺
都
左
仲
、

脱
は
台
州
。
越
前
附
中
の
留

奥
村
良
筑
に
思
び
、後
京
仰
に
出
で
込
多
年
研
鈴
L
、

寛
政
の
初
日
子子
の
脱
党
診
し
て
山間
抽
出
大
お
に
任
じ

た。

九
年
桜
山川
に
江
戸
に
召
さ
れ
、
航
便
論
そ
脳
内山

陀
に
講
じ
た
が
、
目
黒
向
忠
と
総
論
A
n
は
ざ
品
を
以

て間
出。
、
諮
年
再
び
H
T
子
の
病
に
侍

L
、
向
抽
出
に
術

L
河
内
守
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
文
化
三
却
問
且
ニ
イ
日

夜
、
平
年
七
十
。
討
す
所
U
法
紛
糾
給
総
・械
珍
扇
・

田
川
俊
僻
論
・台
州
附
随
録
制
守
が
あ
る
。

ヲ
ギ
ノ
シ
ョ
ウ
デ

ン

荻

野
正
健

全
開
反
宗
東

仮
本
待
寺
の
品川
。
大
正
十
三
年
悦
訓
に
任
ぜ
ら
れ
、

昭
和
抗
年
九

H
十
日
八
十
二
段
キ
一
以
℃
寂
。

ヲ
キ
ノ
マ
hm

小
木
J

又

川
刊
一
川
以
荒
川
A
H
山山

の
内
の
小
字。

ヲ
ギ
ハ
ラ
キ
ユ
ウ
ザ
エ
モ
ン

荻
原
久
左
衛
門

前
回
綱
紀
に
行
へ
て
ご
百
石
や
や
釦
L
、
御
回
目
方
に
任

じ、

認
永
六
年
波
。
子
孫
相
綴
い
で
絡
に
仕
へ
ろ
。

ヲ
ギ
ハ
ヲ
ヒ
コ
ベ
エ
荻
原
彦
兵
衛

父

は

向
駿

河
守
。
彦
兵
衛
初
め
朝
六
家
に
在
っ
た
が
、
後
前
田

利
家
に
回
し
て
=
一
十
石
を
没
け
た
。

子
孫
瓜
生
氏
を

聡
L
て
相
綴
ぐ
。

ヲ
ギ
ハ
ラ
ヒ
ロ
ツ
ラ

荻
原
協
綿

泌
総
吉
之
助
・

牢
左
衛
門
。
究
在
三
年
父
長
左
術
門
の
辿
知
七
十
石

を
受
け
、
定
問
慨
地
奉
行
に
任
じ
、
-失
明
入
年
二
且
五

十
石
桁
増
L
、
七
年
六
月
J
l

一
日
六
十
一

訴
を
以
て

一

夜
L
た。

一

ヲ
ギ
フ

殺

生

江

泊
郁
凶，
庄
に
臨
す
る
部
出
。

一

加
越
開
明
日
記
天
文
品目

一年
七
月
切
れ
宗
仰
の
加
飽
に

一

白
人
し
た
絡
に
、
大
勝
は
般
地
山
に
帥
取
り
、
玄
詐

一

助・
百
円
凶
は
官
生
口
、

縦悼
け
米
は
大
正
寺
、
武
官
・涼

一

則
は
う
ぎ
う
村
に
陣
取
っ
た
と
あ
る
。

拍
腿
七
回
志

一

に
は
う
に
ぎ
う
に
作
九
0

.
、
f、
ヲ
・
う
に
ぎ
う
共
に

一

紋
生
内
烈
で
あ
九
。

一

ヲ
ギ
フ
ケ
ン
カ
萩
生
喧
嘩

』

γ
ヅ
ナ
ケ
ン
カ

一

生
日
一躍。

-

h
p
H

一

ヲ
ギ
フ
ヒ
ヤ
ク
エ
イ
萩
生
百
叡

江
抑
制
勅
使

一

員
宗
凶
祇
阪
成
寺
に
似
し
た
。
一

名
腕
組
。

越
後
の

一

m
m
m
の
門
に
入
っ
て
宗
古
川
そ
mvび
、
文
天
台
や
叫
rm似
一

体
附
に
、
相
.
相
を
俄
鋭
利
向
に
百
ひ
、
後
田
郷
し
て

一

群
涯
を
聞
く
こ
と
間
十
年
、
注
に
帥
川
県
峨
に
岡
山
ん
で

一

ら
れ
、山
治
以
後
椴
少
数
正
に
上
り
、十
四
年
三
月
十

一

-
一
日
殺
し
た
。
邸
入
J
t
rA
。
大
来
院
と
一指
す
ろ
。

一

ヲ
ギ
ヤ
チ

萩
谷

羽
咋
稲
川U
知
院
内
芯
雌
正
に

一

郎
す
る
部
即
日
。
抽
出
稼
名
跡
芯
に
、
『
荻
野
谷
村
、
附
部

一

氏
の
十
村
役
あ
り。

又
府
臨
氏
先
年
よ
り
敏
代
在
郷

一

あ
り
。
J
t
人
扶
持
被
下
也
。
惣
じ
て
此
訟
仲
町
古
は
入

一

能
に
て
有
り
し
と
て
、
核問山
口川村・
荻
野
谷
村
・政
能

一

村
な
ど
の
名
あ
る
問。
』と
白一ゐる。

一

ヲ
タ
ポ
小
窪
刑
制
同
間
際
懸
郷
に
印
刷
す
る
部
町
柄。

一

ヲ
タ
ラ
サ
キ
小
倉
崎
以
来
仰
鵜
川
の
部
許
取

一

方
の
脚
。

一

ヲ
グ
ラ
シ
ス
イ
ヒ
ツ
キ
小
倉
止
醇
筆
記
三
十

一

況
加
。
貸
出
前
後
の
奇
談
、
及
び
花
山
町
担
の
抜
誌
等

一

を
松
せ
て
あ
る
。

加
賀
務
に
貸
出
由
民
の
記
録
は
少
い

一

か
ら
容
考
に
他
す
る。

一

ヲ
グ
ラ
ソ
ウ
ス
ケ

小
倉
宗
助

前
川
利
悦
に
仕

一

へ
て
七
百
石
を
領
し
た
。
子
町
田
裕
に
悦
関
す
る。

ヲ
グ
ラ
ニ
ツ
キ
小
倉
日
記

小

h
u
E
は
も
と
能

妥
郡
安
宅
に
位
し
た
が
、
四
代
似
右
衛
門
の
時
、
元

総
九
年
石
川
市
松
任
に
移
旬
、入
郎
左
衛
門
を
経
て
、

六
代
太
右
衛
門
の
時
、
天
明
六
年
金
仰
に
紡
じ
、
干

孫副
院
宿
常
識
と
し
た
o
M
m
右
術
門
の
日
組
問
は
元
総
入

年
よ
り
元
文
四
年
に
及
び
、
八
郎
左
衛
門
の
日
程
は

一沌
文
五
年
よ
り
賀
川
町
三
年
に
及
ぶ
。

後
森
川
年
次
之

を
抄
川
し
て
、
小
作
日
開
山
一
川
中
-
作
っ
た
。

ヲ
グ
ラ
ノ
小
倉

野

能

決
州
安
宅
川
の
下
統
、

安
宅
札
同
盟
問
の

一
角
そ
古
へ
小
品川野
と
い
う
た
。
椛

凶
の
頃
一
向
一
授
の

E
魁
治
知
な
る
告
が
日
て
、
小

合
長
者
と
言
は
れ
、
叉
安
正
・
一
応
川
怖
の
聞
に
は
、
安

宅
住
吉
耐
耐
が
こ
L
に
銀山田
し
て
川刊
た
と
も
い
ふ。

ヲ
グ
ラ
プ
ジ
ヨ
ウ
小
金
銭
杖

金
祁
の
俳
人
。

会
涼
に
次
い
で
百
問
問
八
代
を
限
い
だ
が
、
今
そ
山

詳
停
を
得
ぬ
。

ヲ
グ
ラ
ヤ
ア
リ
ト
シ
小
念
屋
有
年

金
部
下
山

川
町
田制
宿
4

記
者
で
、
ぷ
巴一氷
前
後
の
人
。
泌
総
太
右
印

門。

駄
尽
を
川
中
招
之
に

m，ひ
、
釧
口
出
米
航

・
浅
野

屋
町
山
枝
容
と
名
吟
等
し
く
し
た
。
後
災
に
継
っ
て
議

を
他
に
訟
り
、
上
刷
出
町
に
米
仲
川H
JR
M白
ん
だ
が
、一
寸

H

品
の
政
必
に
よ
っ
て
夜
を
失
ひ
、
泌
に
川
防
次
町
に
れ

っ
て
叩
慨
し
た
。

ヲ
グ
ラ
ヤ
ス
ア
キ
小
倉
安
隠

泌
総
栄
之
永

・

腿
左
衛
門
。
天
明
六
年
議
矢
吉
川
山
技
術
門
の
治
知
川

石
を
裂
ぎ
、
武
共
車
中
行
・江
戸
御
悩
式
御
用
人
・御川口

物
翠
行
を
創
刊
、
文
政
七
年
五
十
行
そ
加
へ

、
後
雨
御

土
磁
奉
行
を
粂
ね
、
天
保
九
年
七
月
隠
居
し
て
窓
休

抑
制
と
蹴
L
、
十
人
扶
持
を
受
け
た
。

ヲ
グ
ラ
ヤ
デ
ン
エ
モ
ン
小
倉
屋
偲
右
衛
門
町

野
監
凶
郎
兵
衛
の
子
。

延
町
四
年
二
月
四

H
能
楽
巾

安
宅
に
生
ま
れ
た
。
幼
名
仙
氏
。
八
年
五
且
外
組
父

小
企
屋
清
右
衛
門
の
名
跡
を
裂
い
で
、
文
前
右
衛
門

九
三
七


